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水道関連工事や復旧工事で見かける部分補修。既設舗装と新設舗装のジョイントは
簡単に開いて雨水の侵入を招き、路盤の破損や劣化に繋がっているのをご存じです
か？長寿命のポイントは路盤の健全具合！路盤を守るためにはジョイントをどう処
理するかがカギになります。

こんな所にはL型テープ！
簡単に使えて長寿命に貢献します！

誰でも簡単にひびの入りにくい
ジョイントが施工できます。

弾性のある材料なので
既設・新設に掛かる荷重に追従します。

L 型テープは
既設と新設の舗装をピタッと接着！

従来通りの方法でクラックが発生
しているのであれば別方法を検討しよう！

ジョイント部分からの
雨水の侵入をどうやって防ぐか。

そんな時の
強い味方！

水道関連工事等で行う部分補修や簡易補修に潜む危険！

ピタッとL型止水テープ

特長

供用まもなくジョイント（乳剤接着）にひびが… L型テープを貼ったところはどうでしょう？
H30年に左側のみ新設しました。

新設 新設 既設

L 型テープの場合乳剤接着の場合

既設



表面の薄層部分が飛んでいますが、
下ではしっかり接着し開いていません。

既設と新設の両面に
しっかり密着しているのがわかります。

舗装表面にテープが露出しない様 5cm舗設に対して4cmのテープを設置しております。
テープ直上の1cm程度の舗装は薄層であることから、剥がれ等が発生することがありますが、
クラックの様に路盤層に達することはないので雨水の侵入は格段に低減します。

情報誌第12号の「舗装の破損メカニズムの紹介」も
併せてご覧いただくと、さらに理解が深まります。

クラック
発生！

乳剤接着の場合

舗装を復旧するときの断面
L 型テープの場合
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　一般的な乳剤塗布では接着力が弱く、
早期でクラックが発生してしまう個所

復旧箇所は小規模で転圧不足になりやすい 既設の凸凹に合わせ接着でき密着します

L型テープ設置

荷重 荷重

追従するので
クラックに

  ならない！

L 型テープ設置個所全景 設置してあるL型テープ拡大図

実際の設置状況


